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研究開発プラットフォーム委員会
先端計測分析技術・機器開発小委員会（第１回）
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委員会の設置目的

○

 
先端計測分析技術・機器開発の推進を図るため、次の①から③の検討を行う委員会
を平成１６年度に設置。

①

 
先端計測分析技術・機器開発関連事業の計画及び進捗状況の把握

②

 
内外の関連する技術動向・ニーズ等の把握

③

 
事業推進にあたっての基本的な考え方の整理・検討

※平成１６年からＪＳＴ「先端計測分析技術・機器開発事業」開始
（「要素技術プログラム」「機器開発プログラム」の２プログラムを開始）

○

 
計測分析技術は、世界最先端の独創的な研究開発成果を創出するための重要な
キーテクノロジーであり、科学技術の進展に必要不可欠な、あらゆる研究開発活動を
支える共通的な研究開発基盤として極めて重要である。

平成１３年

 
「第２期科学技術基本計画（平成１３年３月

 
閣議決定）」において、

研究開発活動等を支える知的基盤として、先端計測分析技術・機器等の
戦略的・体系的な整備の促進が示される。

平成１４年

 
田中

 
耕一

 
氏（（株）島津製作所フェロー）

 
ノーベル化学賞

 
受賞

（生体高分子の同定および構造解析のための手法の開発）

平成１５年

 
文部科学省「先端計測分析技術・機器開発に関する検討会」設置

委員会の設置経緯
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第２期（Ｈ１６．２．２０～Ｈ１７．１．３１）

・先端計測分析技術・機器開発事業の計画及び進捗状況

・先端研究分野における計測分析技術・機器に対するニーズ

・先端計測分析技術・機器開発における内外の研究開発動向

・重点開発領域の特定、公募・採択の実施について

第３期（Ｈ１７．２．１～Ｈ１９．１．３１）

・先端計測分析技術・機器開発事業の計画及び進捗状況
・先端研究分野における計測分析技術・機器に対するニーズ
・先端計測分析技術・機器開発における内外の研究開発動向

・重点開発領域の特定、公募・採択の実施について

・中間評価、事後評価の実施方針について

第４期（Ｈ１９．２．１～Ｈ２１．１．３１）
・先端計測分析技術・機器開発事業の計画及び進捗状況
・先端研究分野における計測分析技術・機器に対するニーズ
・先端計測分析技術・機器開発における内外の研究開発動向

・新規プログラム（ソフトウェア開発プログラム、プロトタイプ実証・実用化プログラム）検討

・重点開発領域の特定、公募・採択の実施について

※平成２０年度から「プロトタイプ実証・実用化プログラム」、平成２１年度から

「ソフトウェア開発プログラム」を開始

第５期までの主な審議状況
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第５期（Ｈ２１．２．１～Ｈ２３．１．３１）

・Ｈ２２年度重点開発領域の特定、公募・採択の実施について（Ｈ２２．１．２８）

・報告書「我が国の知的創造基盤の強化に向けて
―世界をリードする先端計測分析技術・機器開発体制の構築―」（Ｈ２２．８．６）
事業創設から６年経過し、研究開発基盤強化やイノベーション創出に対する期待に
応えるための基本的な考え方のとりまとめ
【国の政策実現への貢献、研究開発基盤強化への貢献、
知的創造プラットフォーム構築】

・「平成２３年度科学・技術重要施策アクション・プランへの貢献等について」（Ｈ２３．１．３１）

平成２３年度新規開発課題公募等の基本方針のとりまとめ
【アクション・プランに掲げる、太陽光発電、蓄電池または燃料電池の飛躍的な
性能向上と低コスト化を目指した研究開発プロジェクトの成果創出に
資する先端的な計測分析技術・機器を開発】

・「知的創造プラットフォーム構築について」（Ｈ２３．１．３１）
知的創造プラットフォーム構築に係る基本方針のとりまとめ
【構築を効果的、効率的に進めていく上で、段階的な機能実現が適切。
・研究成果の社会還元機能（プロトタイプ機の共用）の早期実現
・ネットワーク機能の早期検討
・マネジメント機能、研究推進機能は既存機能を積極的に活用】

第５期までの主な審議状況
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背

 景

○計測分析技術・機器は、研究開発成果の重要なキーテクノロジーであり、研究開発活動を支える共通的な研究開発基盤。
○技術・機器の開発自体が最先端の研究分野であり、これまで多くのノーベル賞を本分野に授賞（田中耕一氏ほか）。
○諸外国では、国の科学技術競争力・イノベーション創出強化につながる重要技術との認識のもと、戦略的な研究開発投資を

 
実施。

○効果的・戦略的な開発には、産学官の広汎な関係者が結集して対話・連携等を強化する「場」が必要。

概

 要

○独創的な研究開発活動を強化するため、フェーズの異なる３つの開発タイプ及びソフトウェア開発を推進。
○太陽光発電や燃料電池（本年度の重点領域）等の研究開発の大きなボトルネックとなっている計測分析技術について、

 
ユーザーニーズを踏まえた開発を行い、研究開発現場への早期普及を促進。

○ニーズの抽出から研究現場への普及までの総合的な活動を行うことを目指した「知的創造プラットフォーム」を構築し、産学

 
官の広汎な関係者の参画による、オンリーワン・ナンバーワン計測分析技術・機器開発に向けた活動を促進。

各
種
基
礎
研
究
事
業
等

研
究
開
発
基
盤
の
強
化
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
加
速

研究開発基盤強化に向けた
先端計測分析技術・機器開発

研究開発基盤強化に向けた
先端計測分析技術・機器開発

ソフトウェア開発タイプ【最大3年間】

 

3.5(3.0)億円

ユーザビリティの高いアプリケーション、データベース等のソフト開発

飛躍的な性能向上が期待され

 
る要素技術を開発

要素技術タイプ【最大4年間】
2.3(2.7)億円

産学連携による開発チームを編

 
成し、プロトタイプ機を開発

機器開発タイプ【最大6年間】
23.4(23.4)億円

ユーザー等を含む産学連携による開発チー

 
ムを編成し、プロトタイプ機の性能実証、応用

 
開発を推進

ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ実証・実用化タイプ
【最大3年間】

 

11.0(19.0)億円

（

 

）は平成22年度予算額

知的創造プラットフォームの構築

 

0.8億円（新規）
最先端の計測分析ニーズを抽出し、それを基に開発、実用化、普及までを効率的・効果的に推進する場と

 
して、研究開発プラットフォームを新たに構築する
平成２３年度は、機器開発タイプで開発したプロトタイプ機について、様々な研究者への共用と開発を並行

 
して実施。

研究成果展開事業（JST）
先端計測分析技術・機器開発プログラム

平成23年度予算額：42.0億円
平成22年度予算額：49.5億円(注)予算額は運営費交付金中の推計値

別添１
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科学技術・学術審議会
先端計測分析技術・機器開発小委員会

〔主査：二瓶

 

好正〕

先端計測技術評価委員会
委員長：市川

 

昌和
ＪＳＴ

推進方策、開発領域、公募採択方針

産業界（ユーザー、メーカー等）
学会

 

（日本分析化学会

 

等）
NEDO、産総研、経済産業省
PD、PO、BO、JST研究開発戦略センター

 

等

専門家【評価PO】
○課題採択
○中間評価
○事後評価
○追跡評価

開発総括【PO】
○進捗状況を管理・フォロー

事業化推進顧問【BO】
○事業家へのアドバイス
○シーズとニーズの結実

○事業の推進方策、新規開発領域、公募、採択方針の

 
検討
○技術・機器開発に関する国内外状況の把握

公募／委託

文部科学省

開発チーム

分担開発者

ユーザー

チームリーダー

PD 

先端計測分析技術・機器開発プログラムの事業推進体制

様々な立場や分野の方々からヒアリング等を実施

２



①

 

「先端計測分析技術・機器開発事業」により、
我が国発のオンリーワン・ナンバーワン機器を
多数創出
本事業を今後とも継続するとともに、開発
成果の普及活用強化に向けた取組が必要

①

 

開発機器の研究現場への普及活用促進

（プロトタイプ機の試用、共用の仕組みの構築）

②

 

グリーン・ライフ分野等の研究開発に
ブレークスルーをもたらす鍵となる計測
分析技術・機器開発の重点化・取組の強化

③

 

産学官の広範な関係者の連携・強化を
図るための仕組み（プラットフォーム）の構築

③

 

関係者間の多様なニーズ・シーズをマッチン
グし、計測分析技術・機器開発の当初の段階
から実用化・普及の段階に至るまでの幅広い
活動を支える場が必要

②

 

新成長戦略等、国の重要政策課題の実現
（画期的な研究開発成果の創出）に向けた取
組への支援強化が必要

計測分析技術は、
■

 

世界最先端の独創的な研究開発成果を創出するための重要なキーテクノロジー
■

 

研究開発自体が最先端の研究そのものであり、ノーベル化学賞・物理学賞に関連受賞が多く存在
■

 

科学技術の進展に必要不可欠な、あらゆる研究開発活動を支える共通的な研究開発基盤
■

 

国の科学技術競争力・イノベーション創出強化につながる重要技術との認識のもと、米国、中国、
欧州等では戦略的な研究開発投資を実施

先端計測分析技術・機器開発の意義と課題

◆国の政策実現、研究開発基盤強化への貢献

◆開発成果の研究現場への普及・活用促進

 

等

＜課題、問題意識＞
◆

 

「先端計測分析技術・機器開発事業」を平成１６年度に創設、
その後 ６年経過

◆

 

事業実施成果等を踏まえつつ、今後の事業運営、開発成果の
研究現場への普及、実用化促進などの検討が必要

＜検討の視点＞

研究現場の計測障壁を突

 
破し、新原理・新物質の発

 
見に貢献

【現状認識】

グリーン・ライフ分野等の

研究開発を加速

製造プロセスから安心・安

 
全まで幅広い分野に貢献

報告書のポイント
【今後取組むべき事項】

我が国の知的創造基盤の強化に向けて
―世界をリードする先端計測分析技術・機器開発体制の構築― 報告書概要

別添２
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研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）重点開発領域一覧

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
生体内・細胞内

 
の生体高分子の

 
高分解能動態解

 
析（原子・分子レ

 
ベル、局所、３次

 
元解析）
【ライフ】

単一細胞内の生

 
体高分子、遺伝

 
子、金属元素等

 
全物質の定量的、

 
網羅的分析
【ライフ】

ナノレベルの物

 
質構造・状態３次

 
元可視化（機能

 
素子・材料、及び

 
細胞内物質・生

 
体高分子）
【ライフ､ナノ・材

 
料】

人体内の臓器、

 
病態、脳の高次

 
機能などの無・低

 
侵襲リアルタイム

 
高解像度３次元

 
観察、及び人体

 
中の物質の無・低

 
侵襲定量分析
【ライフ】

非侵襲的バイオ

 
計測・イメージン

 
グ手法による生

 
体内単一細胞の

 
応答情報計測
【ライフ、ナノ･材

 
料】

進化工学・分子デ

 
ザイン手法による

 
高機能制バイオ

 
センサー・デバイ

 
スを備えた計測分

 
析
【ライフ】

従来の特性を進

 
化させた高性能

 
レーザーを用いた

 
計測分析システ

 
ム

【ライフ、ナノ･材

 
料、環境】

従来の特性を進

 
化させた高性能

 
レーザーを用いた

 
計測分析システ

 
ム

【ライフ、ナノ･材

 
料、環境】

実験小動物の生

 
体内の代謝の個

 
体レベルでの

 
無・低侵襲的解

 
析、可視化
【ライフ】

ナノレベル領域に

 
おける微量元素・

 
点欠陥の化学状

 
態及び分布状態

 
の定量分析（ﾅﾉ

 
ｷｬﾗｸﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝ）
【ナノ・材料】

ハードウェアによ

 
る計測限界を突

 
破するためのコ

 
ンピュータ融合型

 
計測分析システ

 
ム
【情報・その他】

ﾘｱﾙﾀｲﾑ･ﾊｲｽﾙｰ

 
ﾌﾟｯﾄ観察、ﾘｱﾙﾀｲ

 
ﾑ制御、又はもの

 
づくり環境適応可

 
能な計測分析シ

 
ステム
【ものづくり】

地球環境問題に

 
関わる環境物質

 
のオンライン多元

 
計測・分析システ

 
ム
【環境】

ナノレベルの物

 
質構造３次元可

 
視化
【ライフ、ナノ･材

 
料】

機能発現・作動状

 
態下におけるマク

 
ロからミクロレベ

 
ルのダイナミック

 
計測
【ものづくり】

経年使用材料の

 
寿命推定を可能

 
にする計測分析
【ものづくり】

異相界面におけ

 
るパワーフロー現

 
象解明のための

 
計測技術
【アクション・プラ

 
ン】

ナノレベルの物

 
性・機能の複合

 
計測
【ナノ・材料】

知覚（視覚）機能

 
を考慮した材料お

 
よび製品の性状・

 
品質評価計測
【ものづくり】

極微少量環境物

 
質の直接・多元

 
素・多成分同時

 
計測
【環境】

一般領域（主に研究現場で使われる機器）

応用領域（主にものづくり現場で使われる機器）

物質・材料の３次

 
元構造解析及び

 
可視化計測
【ライフ、ナノ・材

 
料、ものづくり】

物質・材料の３次

 
元構造解析及び

 
可視化計測
【ライフ、ナノ・材

 
料、ものづくり】

機能材料・デバイス

 
のマクロからナノレ

 
ベルに至る構造と

 
組成･状態のシーム

 
レス分析計測
【ものづくり】

物質・材料の３次

 
元構造解析及び

 
可視化計測
【ライフ、ナノ・材

 
料、ものづくり】

アクション・プラン対応領域（太陽光発電、蓄電

 
池または燃料電池の研究開発現場で使われる

 
機器）

別添４
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